
陸前高田市 ボードゲーム利用の手引き 

 

はじめに 

奈良教育大学では、2012年から陸前高田市を中心とした文化遺産調査ならびに防災教育の一環としての聞き取り調

査に取り組んでいます。防災教育班では、現地で得た調査内容をもとに論文や指導案の作成を行ってきました。今年

度は、子どもたちが調査内容に触れ、楽しみながら市の防災・町のよいところを学ぶことが出来るような教材として、

「陸前高田市ボードゲーム」を作成しました。マスにある問い（学びカード参照）を考えることを通して、陸前高田

市のことをより「知りたい」「気になる」「何かしたい」という子どもたちが増えることを願っています。 

進め方 

ボートゲームは、「遊び方」と「学び方」の二通りを想定して作成しました。 

遊びとして 

休み時間等、子どもたちだけで遊ぶ場面での活用を想定しています。準備物は「さいころ、こま」のみです。 

学びとして 

授業等の場面での活用を想定しています。準備物は、「さいころ、こま、ノート、陸前高田市ボードゲーム学びカー

ド」です。学びカードは、「クイズ形式」と「説明形式」の二種類で構成されています。グループでクイズについて話

し合うことで、陸前高田市の防災や文化財について考え、学べるようにしました。また、手引きでは、以下に一部カ

ードに関する補足内容や学びをさらに深めるためのポイントをまとめています。ボードゲームで授業される前や子ど

もたちがクイズを考える際の資料として参考にしていただければと思います。 

 

補足資料 

①陸前高田の文化財 

解答：四体の仏像の首の胸 飾
きょうしょく

（ネックレスのようなもの）に注目すると、それぞれが中心に円形の花飾りをもち、

弧を連ねた波型をしていることがわかります。この特徴は珍しく、同じ時期に同じ仏師が作成したと考えられます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

   

  



②避難所１ ― Ａさんの体験談から（2016年度調査  聞き取り調査より） 

震災の 2 年前、退職を機に東京から陸前高田に戻りました。震災当日は、裏山から公園に避難しました。雪が降

ってきたため避難所を目指しましたが、近隣はいっぱいだということで、自宅から離れた避難所で一夜を過ごしま

した。身内のいる人は持ってきてもらった食料をたくさん食べることが出来ましたが、身内がいない人は、小さな

おにぎりとコップ半分の水だけでした（格差の発生）。避難所内は、地区ごとにグループ分けがされていました。近

隣との関わりがなかった私は、現実の過酷さと孤独さを実感しました。 

⑦市民交流プラザ 

皆さんの校区で、高齢者や小さな子どもにとって安全で使いやすい避難経路を考えて地図に記してみよう。 

⑪津波てんでんこ 

 皆さんも津波が来た時、自分の家族を置いて逃げることは出来ないだろうと思います。しかし、過去の津波では「家

族の絆がかえって被害を大きくする」という、つらく悲しい歴史を繰り返してきました。そうしたなかで生まれた言

い伝えが「津波てんでんこ」です。「自分の命は自分で責任をもつ」と家族間で信頼し合うことで、初めて「津波てん

でんこ」が実行できるのです。（参考：片田敏孝(2012)「人が死なない防災」集英社  第１章） 

⑬駅前通り 

住民が避難しなかった理由として「正常化の偏見」と「認知不協和」が考えられます。 

「正常化の偏見」とは、自分にとって都合の悪い情報を無視したり過小評価したりして、「自分は大丈夫」だと一生

懸命思い込もうとする人間の特性です。大丈夫とは思えない事実（津波）が目の前に迫るまで、「正常化の偏見」の状

態を続けます。さらに、「認知不協和」ということがあります。まさに今、場合によっては自分が死ぬという状況だか

らこそ、「今がその時」とは思いたくないし、思えなくなります。結局、何かしらの理由をつけて「今がその時」だと

思わないようにしてしまうのです。また、その理由は簡単に見つかってしまいます。 

正常化の偏見によって住民は避難せず、避難していない自分を正当化するための理由が簡単に見つかってしまうた

め、結局逃げられなくなってしまうのではないかと考えられます。この状況を打ち破るためには、誰かが「逃げるぞ！」

と大きな声で率先して逃げる必要があります。（参考：片田敏孝(2012)「人が死なない防災」集英社 第１章、第３章） 

⑮陸前高田市防災センター 

陸前高田市では、津波で死亡・行方不明となった人のうち 29.1％があらかじめ指定されていた避難所にいました。

一方、津波に遭遇することなく無事であった人のうち 45.8％が避難所以外の高台に避難していました。 

これらの教訓から、陸前高田市では、 

１．過去の経験や記憶、想定にとらわれず、さらなる津波を警戒し、少しでも高い場所へ避難すること 

   （引用：陸前高田市 避難マニュアル P.7） 

２．あらかじめ決めていた避難場所に避難していた場合も、周囲の状況や各種情報に気を配り、危険を感じたら 

さらに高所などへ避難すること（引用：陸前高田市東日本大震災検証報告書 P.62）       

を進めています。 

⑱唐桑半島ビジターセンター 

1．津波石のある場所を地図上に記してみましょう。 

2．津波石に書かれている文をノートに書いてみましょう。 

 

下記 URLにその他の文化財調査などに関する情報を記載しています。参考にしていただければと思います。 

http://jisedai.nara-edu.ac.jp/open/esd/?page_id=44 

 

http://jisedai.nara-edu.ac.jp/open/esd/?page_id=44

